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奨されている。このエリアマネジメントとは、「（今までの行政区域と異なり）「地区  ・エリア （例 ：商店
街から駅までの導線エリア等）」 をベースとした民間  組織による計画と管理運営」のことを指す。行
政はこのシステムを支える役割があるが、計画立案、実施するのは都市再生推進法人のような民間
団体となる。政策的には 2002 年に誕生した都市再生特別措置法をよりどころとした都市再生整備
計画区域がこれにあたるが、2018 年 6 月にはエリア内で資金を集めることができる「（エリア内）負担
金制度（日本版 BID 制度とも呼ばれる）」も誕生した（内閣府）。同計画は民間の活力をより強固に




2.対象エリア：  重要伝統的建造物群保存地区等  
期間：  2018 年 11 月～2019 年 3 月  
概要： 
１）湯浅町内におけるエリアマネジメント等に関する意向調査  
２）食・農・環境関連産業に重点を置いた観光産業改善地区 TID 整備の可能性に関する調査  
ユネスコ創造都市ネットワーク（食文化編） の先進事例  （鶴岡市で調査・エリア及び企業等の
実施意向調査）。 
３）有識者等による検討会議の開催  （ふるさと納税の活用策等・実施形態や資金拠出の仕組




















第 1 回検討会議：＜日時＞2018 年 12 月 19 日（水）10:00～12:00 
         ＜場所＞和歌山大学経済学部第 1 会議室（経済学部本館棟 5F） 
 
第 2 回検討会議：＜日時＞2019 年 1 月 15 日（火）15:00～17:00 
         ＜場所＞和歌山大学経済学部第 1 会議室（経済学部本館棟 5F） 
 
第 3 回検討会議：＜日時＞2019 年 2 月 26 日（火）10:00～12:00 










いて模索したい。   
